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1.  立案

2.  実行

3.  評価

4.  改善
「ロジックと評価手法を考案」

「データ収集とモニタリング」

「政策の現状を評価」

「次の方向性を議論」

EBP M と政策実行者の課題01

0.  問題発見

時間がかかる

案出しの負荷



0.  問題発見

2.  実行

3.  評価

4.  改善

「データ収集とモニタリング」

「政策の現状を評価」

「次の方向性を議論」

人間が決定

AIが案を出す
EBP M シミュレータ「A I エージェント駆動のEBP M 」02

1.  立案

AIが情報処理

対話

「ロジックと評価手法を考案」



レビューシートか
らプロジェクトを

指定

効果発現経路
を表示

バージョンも
指定可能

デモ画面:  初期画面03

EBPM開始ボ
タンを押す

EBPMバージョン



エージェントの流れ
1.KPIを設定
2.情報を収集
    - e-stat統計情報
    - Web検索
3.  政策進行レポート作成

デモ画面:  エージェントの動作03 ログが出る

EBPMバージョン



数値データやロジックモデルは
図として表記

「政策の進捗」と「立案」を
評価してくれる

デモ画面:  最終レポート作成03

次の立案方針を相談



導入による効果04

従来 導入後

案出し

• 人力でデータ収集
• 人力で効果検証

速くて正確

提案力

手間
時間かかる

案出しの負荷
• 多要素を考慮した

考案
• 実施した後の予測

の難しさ

時間短縮

案出しに集中

• 単純作業をAIが代替
• 自律的に動作

• 人間の業務を案出し
に集中

• データによる仮の検
証で予測サポート



今後の展望05

2.データの活用範囲の拡大
リソースをe-statから事業報告書や個別の統計データへ拡張
→ 精度の改善、利用範囲の拡大

1.  信頼できる相談相手として
「データの収集」「立案生成」「政策比較」などの機能充実
→ 実践の場での相談相手や会議ツールに



おわりに06
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